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学習指導要領改訂に伴う武道の

単元計画の検討

一剣道における「形」指導上の留意点を中心に一一

田 泰 将*

I.はじめに

ll.武道に関わる改訂の要旨

ill. 日本剣道形の意味と効用

IV.単元の中における「形」の取り扱い

v.日本剣道形指導上の留意点

VI.まとめ

1 .はじめに

「形(かた)Jの持つ意味は広辞苑によると，①伝統・習慣として決まった形式，②武道・芸

能・スポーツなどで規範となる方式というもの，と書かれている。

また新修体育大辞典によると，柔道では，形を練習のー形式として捉え「無数とも言える攻

防の手段の中から，目的に従って，あるいは理論的・実際的に代表的価値があると思われるも

のを選んで，それぞれの種類の形の組み立て，それによって技の理論と方法を教えるものであ

る。」とし，今日では講道館の形を中心に指導が行われている。剣道においては， 1技を正しく

習うための基礎となる太万の原理的な使い方。先人の研究・工夫した技法が凝縮されているも

ので，攻防の法則となる一定の手筋の始まりから順序次第を経て必勝の結果に至る太万の使い

方を仕組んだ，剣道練習の約束的方式。」として全日本剣道連盟の日本剣道形を中心に指導が

なされている。また，弓道では基本射法が〈足踏みに始まり離れ，残身，弓倒しまで〉形として練

習されている。その他の武道の種目においても「形」が基本的な技能の習得手段として実施さ

れ， i形」そのものの評価を行う試合等が実施されている種目も見られる。

しかし，学校武道の中でその大部分を占める柔道・剣道においては，練習の一部というより

も昇段審査の際に課せられる課目として，また儀式の際の演武のために練習するという傾向に

*慶臆義塾大学体育研究所助手
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あり「形」本来の持つ意義を真剣に考え練習・実施していないのが現法Zように思われる c そ

れは「形Jの内容が，スピードや場面設定において実戦性に欠ける点にあるのではないだろう

か。

また，剣道に関する研究の中で， 1"形jの具体的な実施方法については取り上げられている

が，学校体育の教材として捉え言及したものはほとんど見られないc

そこで，ここでは剣道における「日本剣道形J(以下，形と略記する〉を取り上げ「形」の持つ

本来の意味，効用を明かにし今回の学習指導要領の改訂に伴い「形」をどのように取り扱っ

て行けばよいのか，具体的にどのような方法で取り入れて行くべきなのかとし、う問題について

考察する。

n.武道に関わる改訂の要旨

今回の学習指導要領の改訂(平成3年4月施行〉では，まず「国際理解を深め，わが閏の文化

と伝統を尊重する態度を重視することのJが強調され，従来の格技が「武道」と名称を変え，

わが国の歴史と伝統のもとに培われてきた「武道」の適切な指導を期待していることが挙げら

れる。これは，武道に内在する優れた内容を学習指導の中で生かして行こうとするものであろ

う。

本文中に明記してある武道に対して期待する内容を要約すると次のとおりである。

①「道」の考え方(厳格な形式とそれに対する自己制御)，人格(人間〉形成を目指す教育法とし

て活用する。

②武道で重視されるマナー・態度・人格を認めあう心を育成するc

③「伝統的な行動の仕方に留意して…J正しい，丁寧な「礼Jを身に付けさせる。

④学習の主体である生徒の個性・自主性を生かし，能力，興味，関心に応じた学習過程を作

り， 1"生涯武道」を目指す。

そして，これらのことを実現する上で，技の基本を理解し伝統的な行動の仕方を休得させ

るのに有効な「形」を取り入れることを考える必要がある。中学校指導書・保健体育編(文部

省〉でも，柔道及び剣道の内容として「対人的技能の指導に関連して形の取り扱いを工夫する

ことも有効である」と明示している。

このように，武道の持つ特性を生かしていくために「形」の持つ意味・効用を再認識してど

う取り扱っていくのか，検討する必要がある。
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ill. 日本剣道形の意味と効用

全日本剣道連盟の剣道の理念では， I剣道は剣の理法の修練による人間形成の道である」と

し，万の合理的な操作を身につけ，人間を尊重していく心を養うことを第一義としている。こ

の理念からも「形」に求められることがらが推測できるであろう。

これまでの日本剣道形制定に至る経緯から「形」の意味を考えてみると，明治四十四年に改

正中学校令施行規則が発布され，剣道が正課教材に加えられると，大小合わせて十本の組太万

の剣道形が制定されその基盤がで、きた。この時，諸流派統合の象徴としての意味合いと竹万剣

道中心で乱れた手の内と体さばき，刃筋を無視した打突などを矯正するための補助教材として

のねちいが込められていたと伝えられている D その後，大正元年大日本帝国剣道形としてまと

めあげられたD その時の主査の一人高野佐三郎は，著書「剣道|の中で教材としての剣道形に

ついて次のように述べている。「剣道の形は剣道の技術中最も基本的なものを選みて組み立て

たるものにして，之によりて姿勢をE確にし限を明らかにし投癖を去り，太万筋を正しく

し動作を機敏軽捷にし刺撃を亙確にし，間合を知り，気位を高め，気合を練る等甚だ重要

なるものなり。初めより道具を着け互格の試合を試み勝負を争ふ時は姿勢・動作を乱し気合間

合を測らず刺撃も正確ならずして多く悪癖を生じ上達亦遅し。故に昔は必ず先ず形より入りて

試合に到るを順序とせり。J同様の内容の記述が多くの指導書に見られる。

このように，剣道形を竹万剣道の導入の教材として取り扱うことが主流であったと思われ

る。その後，第二次世界大戦後剣道の禁止，復活と経過し，学校体育にも採用されたが，剣道

形は武器，万剣のイメージから教材からはずされていたのである。

したがって今回の改訂にあたり，剣道形を取り入れる意義，効果を考えた場合，積極的に取

り扱って行く方向で考えていく必要がある。

そこで，これまでに出版されている代表的な剣道指導書の日本剣道形に関する記述から，教
(3)(4)(5)(10)(11) 

材として取り扱った場合の効果についてまとめてみると，

①礼法や正しい姿勢を理解させ易い〈日常化〉。

②対人的関係(間合・位置・残心など〉を把握させ易い。

③竹万と木万の違いにより握り方や刃筋の立て方(平打ち〉など正しい振り方を理解させ易

し、。

④気のつながりや攻め合いの感覚，意識を体験させることができる。

⑤木万の使用により，万法への接近が図られ緊張感，緊迫感を体験させることができる。

⑥危険性を理解させ，安全に対する意識や相手を尊重する心を培う。
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⑦相手の動作に対応する技の内容や体さばきを理解させ易い。

などが考えられる。

このように，形の指導を通して予め身につけておくと，その後の竹万による基本的な動作や

対人的な動作を理解しやすいものと思われる。

IV.単元の中における取り扱い

まず，武道の単元がどの程度のボリュームで実施できるのか，具体的に示しである中学校の

場合(表 1)を例に見てみると，武道に純粋に当てられる時間は14"-'40時間前後と幅をもたせ

である凸武道を専門として指導できる教員がいる場合は多くの時間を割り当てて，かなり深い

内容まで進んで行くことが可能となっている。

表1 授業時間の配分(例〉中学校指導書・保健体育編・文部省

Aすミ4一与 年 1 2 3 

総授業時数| 1， 050 - 1，050 1，050 

105 105 

(体育分野〉 (95) (95) ( 70---1 05) 

15"-'35% 45"-'65% 50"，70~ó' 

(率〉 (武道・球技〉 (武道・球技〉

70時間の場合

14"'28 

武道の授業時数 14"-'33 24"-'43 

105時間の場合

21"-'42 

そこで，実際の授業の中で考えられる具体的な取り入れ方を授業形態別にまとめてみると，
(9) 

次のようになる。

③一斉指導(表2，3は便宜的に全体を15時間で示しである。〉

単元の時間数が多い場合には，その時間数の最初から 3から 5時間を剣道形の指導に当てる

タイプ(表2) と基本練習に当てる時間の中に数回に分けて組み込んで行くタイプ(表3)の二

つが考えられる。

前者の場合，その時間内で教授できる範囲の数本の形を抽出して流れを意識した指導が可能

になる。また後者の場合基本的な技の練習の内容に合わせて，陥り易い欠点を矯正するために

利用しようとするものである。

②グループ学習

学習させる内容の中に予め何本かの形を組み込んで，学習者の計画に従って適宜形の効用を
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表2 最初にまとめて「形Jを実施するタイプ(例)

|導 !展 開|整理
3 4 5 1 6 7 s 9 10 11 12 113 14 15 

基本動作

対人的技能

日本剣道形 (互格練習を含む) 試

表 3 段階に応じて「形」を実施するタイプ〈例〉

導 ー入

2 3 

対人的技能

(互格練習を含む〉

基 本
試 fにd

動 作

日 本 日 本 日 本

剣道形 剣道形 剣道形

理解させながら指導して行く c この場合，経験者を活用してグループ内の核を作ると効果が大

きくなるであろう。

③男女共習授業

これからは施設・用具などの条件が整えば，選択制で女子も武道を履修することも可能にな

る。その場合，剣道において形を取り入れると体力差(筋力，体格など)，性差をさほど考慮、し

ないで同じ内容の指導が可能となる。

また，これらの授業形態の中で適宜個別指導が行われていくわけだが，その際にはなるべく

生徒と太万を交えて同一の気でつながった空間を体感できるよう心がけるとより効果が期待で

きるであろう。
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v.日本剣道形指導上の留意点

このような授業形態で剣道形を指導して行く場合，考慮しなければならない点がし、くつかあ

る。

まず用具については，竹万でなく木万を使用させることが望ましし、。しかし厳重に管理して

おかないと心ない生徒により事故が起きかねないので注意が必要である。

また，服装に関しても伝統的文化に触れる意味で，稽古着・袴の着用が望ましい。

ここで，技術面の留意点をまとめると，
(4)(5)(6)(9)(10)(11) 

①自然体を理解させ，より美しい姿勢・構えを意識して行わせる。

②五つの構えを正しくとれるように指導する(注:五つの構えとは五行の構えとも呼ばれ，剣道

の基本となる構え方を指す。具体的には，上段の構え・中段の構え・下段の構え・八相の構え・脇構えの

ことである。)

③細かし、ことにとらわれず大きく伸びやかに打たせる。但し次のポイントはおさえておくこ

と。

-両拳が正中線からはずれない(構え，打突の前後)0

・正しい部位を正確に打たせる(目標から離れ過ぎない〉。

・肩や手首を柔らかく使い，大きく振り切るよう心がける。

・体の運用，特に前後の足さばきはすり足で行い，バランスを崩したり上下動が大きくな

らないようにする。

・残心はゆっくりととり，決して間と気が抜けぬようにする。

④呼吸に意識を持たせ，腹から長い息づかし、で行わせる。

以上の事柄が挙げられる。

VI. ま と め

ここまで剣道における「形Jを取り上げ「形」の持つ本来の意味，効用を明かにし，今回の

学習指導要領の改訂に伴い「形」をどのように取り扱って行けばよいのか，具体的にどのよう

な方法で取り入れて行くべきなのか考えてきた。

武道と名称をかえ，各学校の自由裁量によって時間数も決定できる今日，武道に求められて

し、る内容を多くの生徒に理解させ，身につけさせるために，また剣道自体に対する興味を持た

せるために，学校剣道の指導場面において積極的に「形」を取り扱って行くことが大切であ
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る。

そのためには指導者自身が「形」の重要性を認識し，自分自身の基本・初心にかえるため

に，それぞれの立場で「形」そのものを見直し，研究し，活用して行く努力が必要であろう。

また「形」を考える時，その手)1債や形式のみに拘るのでなく，その「形~ vこ含まれる技の内

容，心と心のふれ合い(気のつながり〉を中心に，全体的な大きな流れを体験させるような指導

を心がけていくことを提唱したい。
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